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かたつむりとあじさいと「スナック

ワールド」のキヤラクターですo

くぅちゃん (1型糖尿病患者、9歳 )

低血糖アラート犬プロジエク トの進捗状況ご報告

昨年、 クラウ ドフアンデイング

サィ ト Readyfor(レ ディーフオー)

にて行いましたプロジェクト「殺処

分を逃れたワンコが無自覚性低血糖

患者を救 うアラー ト犬に |」 でのご

支援、誠にありがとうございました。

おかげ様で、低血糖アラー ト犬の

行『軍亀i子言量λ化猾憬之畠露景
ることにな りました。3月 には、ス

ゥェーデンか らイエシカ °オーベ

リーさん (ス カンデイナビアン・ワー

キング ドツグ研究所経営者、 トレー

ナー)を ピースワンコ°ジヤパン (広

島県神石高原町)に招 いてのセ ミ

ナーを開催 しました。

セミナーには、ピースワンコ・ジヤ

パンの トレーナーでもある大西純子

さんをはじめ、災害救助犬の訓練に

も関わられているトレーナーの方々

にもご参加いただき、今後の訓練に

っぃて意見を交換 しました。私から

も患者の視点でどのような告知方法

が良いのかなど検討事項を提案させ

てぃただき、活発な議論を行ってき

ました。

また、4月 には、熊本から患者の

佃 りあんちゃんが訪問し、アニモ く

ん と交流 を深めて もらいましたの

で、可愛 らしい写真をご覧 ください0

現在、 トレーナーの皆様 には、6

月に再来 日を予定 しているイエシカ

さんに作成いただいた工程表に準 じ

て、連 日の訓練を行っていただいて

います。

国内初の低血糖アラー ト犬育成に

向けて引き続 き頑張つてまい ります

ので、今後 ともご支援のほどよろし

くお願いいたします。
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専務理事 大村詠一



わたしたち日本IDDMネットワークの
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訪問先ロ
大阪大学 宮川周士先生

官り|1先生は、バィォ人工膵島移植
の際にも必要となる医療用ブタの遺
伝子改変について研究を進められて
います。これまで、異種移植の際は
ナノカプセルなどで医療用ブタの膵
島を包むので、なぜ遺伝子を改変す
る必要があるのだろうと思っていま
した。 しかし、先生のお話をお聞き
して、ナノカプセルが損傷 して医療
用ブタの膵島の一部が漏れ出たとき
の安全性の向上ゃ生着日数の長期化
が期待できることなどが分かり、基
礎研究の大切さを教えてぃただきま
した。

また、研究が進行中の、手術によ
る取 り替えが可能なマクロカプセル
の利点などについても教えてぃただ
きました。

医療用ブタの供給は数年後にも始
まりそうだとぃぅ話が新聞等で取 り
上げられてお り、活発な質問が行わ
れ、参加者の期待を感 じました。

訪問先 ロ

近畿大学 能宗伸輔先生

でβ細胞の機能破壊を予防できない
かと研究されています。1型糖尿病
は影響が弱い遺伝子が複数集積 し、
更に環境因子が加わって発症する多
因子疾患であり、俗に「遺伝する」
という表現がされる単一遺伝子疾患
とは違 うことなどをお話しいただい
たことで、「現実を受け止めねばな
らない」 と非常に緊張 した面持ちで
いた参加者の表情が少し明るくなっ
たように思います。

また、上司でもある池上博司近畿
大学医学部主任教授にも同席 してい
ただき、発症にス トレスは関係ある
の ?兄妹にも遺伝するの ?な どの
様々な質問にも丁寧にお答えいただ
き、実験室も拝見 して、参加者の非
常に満足した笑顔が見られました。

訪間先 日

東京工業大学 粂昭苑先生

粂先生は、ヒトIPS細胞から機能
的な膵島を作製する方法について研
究をされています。参加者の高校生
は、実は進学先として東京工業大学
も考えてぃるとか。質問だけでなく、
1型糖尿病であるが故の不便さなど
を患者 としての率直な意見として話

単源l編 譜ξ贔属I暑賢[を言電
だきました。研究に使用する培養液

程ガ呉駿ξ阜|｀通菫泥′よ毒嵩泉含察
り毎日目が離せないので学生が毎日
交代で培養 していることなど、研究

警露ζ][ポはξtttt。
ない現状

訪問先 ロ

日立国際医療研究センター

バイオ人工膵島移植の臨床応用に
向けて研究をされている霜田先生
に、バィォ人工膵島移植だけでなく、
現在世界で進められている膵島移植
に関する研究の進捗についても教え
ていただきました。海外でつ くられ
た移植用の膵島や日本での ドナー不
足問題、膵島を包む免疫隔離膜の
様々な形態など大変興味深い内容で
した。

お話をきいたあとは、地下にある
バイオ人工膵島移植の CPC(細胞
加工施設)建設予定地と、その隣で
すでに稼働 しているヒトの CPCを
見学しました。また改めて完成後に
訪れたいと思います。
迷路のように広いセンター内の移

動中も質問が絶えず、先生はそのす
べてに丁寧に答えて くださぃまし
た。

訪間を終えて
4つの研究室を訪問し、その設備

や人員の違いなど異なる事情が垣間
見えました。けれども、 どこも資金
に余裕がないことは同じ。まだまだ
これからも、1型糖尿病根絶を目指
す研究への資金提供は重要だと感 じ
ました。また、訪間することで今ま
で以上に応援 したぃ !と ぃぅ気持ち
が強 くなりました。これからも 1型
糖尿病根絶の日を目指して研究をが
んばってほしぃと思います。応援 し
ています !

研究室訪間は『Rss
DDM』 |こ 詳細 を掲載
してい きますので ご

覧下さい !
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能宗先生は、次世代シーヶンスと
呼ばれる機器を駆使 し、 1型糖尿病
の原因となる遺伝子を同定すること



わたしたち日本IDDMネットワークの

短騨『治らない』から

崎遺贈寄付の「山田和彦賞」に山中伸弥所長鯨都大学PS細胞研究所)が初受賞 恥

1型糖尿病患者の故山田和彦様の遺

産を財源として「山田和彦賞」を2015

年 10月 に創設しました。山田様は他の

人からの移植や機械に頼らず自分の体

は自分の体の中で治ることを期待され

ていました。そして生前ご家族には、自

分の後に続く若い患者には1型糖尿病の

「根治」が実現することを願い、ご自

身の財産の一部を遺贈寄付するご意向

でした。

姉の山田典子さんは「和彦は壊疸

以外の全ての合併症が発症しました。

本人は相当の恐怖と絶望感があったと

思いますが、家族には愚痴の一つも言

わ式 いつも前向きで少しでも状態が良

くなるよう頑張っていました。

しかし、自分が生きている間に治るこ

とはないと考えていく その時が来たら

遺産を1型糖尿病の研究をしている機関

に寄付すると、いつも口にしていました」

本賞は山田和彦様のご遺志に沿い

「自らの体の中で膵島を自己再生する

ような根治療法」につながる研究分野

で優れた功績を残した山中伸弥所長ヘ

賞金として 1000万 円を5月 27日 に贈

呈しました。今後の 1型糖尿病根治に

向けた研究の進展を期待しま丸

授賞式で山中伸弥所長は山田和彦

様とお姉さま典子様のお気持ち (ご遺

志 )に応えるべく、この賞金を有効に活

用させていただきたいと宣言されました。

また、「研究を進めるためにはこのよう

な患者さんたちからの声が大きな力にな

りま魂」と感謝の気持ちを述べられまし

た。

遺贈・相続寄付等のお願い

当法人では遺言により、ご自身の金

融資産や不動産等の遺贈寄付をお願い

していま魂 1型糖尿病を "治る"病気

にするための研究費助成に活用させて

いただきま魂 山田さんのようにお名前

の「冠基金Jの創設もご相談ください。

当法人は、全ての財産を遺贈する包括

目 目

:秦

表彰状を手にする山中伸弥所長(写真中央)

と、日録を手渡す山田典子様 (写真左)

遺贈や不動産遺贈もお受けしておりま

魂

相続された財産からのご寄付の場合

は、相続税 申告期限内 (ご逝去のコ

日から10ヵ月以内)にご寄付を頂いた

財産分には当法人が認定 NPO法人の

ため、相続税が課税されません。

また、御香典 (御花料)返しの代り

の寄付の場合は、故人のお名前を入れ

た日本 IDDMネットワークからの御ネL状

を、ご希望の枚数でお届けいたしま魂

遺贈 。相続寄付に詳しいスタッフもおり

ますのでお気軽にご相談ください。

日本イーライリリーは製薬会社として

人々がより長く、より健康で、

充実した生活を実現できるよう、

中枢神経変性疾患、疼痛、がん、

糖尿病、成長障害、筋骨格系疾患、

自己免疫疾患などの領域で、

日本の医療に貢献しています。

日本イーライリリー株式会社

〒6510086神 戸市中央区磯上通 715
Ⅲ
“
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わたしたち日本 IDDMネ ットワークの

202‐『治らない』から

l卜「毎日の治療」の負担軽減を目指した人工すい臓と唾液・呼気バイオセンサ ll

この度、多 くの皆様からご支援を

賜 り、現在 1型糖尿病の治療が抱え

る問題解決に向けて、「人工膵臓のた

めの薬物放出システムJ、
「マウスガー

ド型の唾液糖計測装置」、「呼気アセ

トンガス用センサ」の 3つ の研究の

取組みを始めることとなりました。
「人工膵臓のための薬物放出システ

ム」は、血糖状態の変化そのものの

化学エネルギーを活用 して駆動する

システムです。 このシステムが開発

されると、血糖状態の測定からイン

ス リン投与まで、すべて自動かつ電

源を用いずに行 うことができるよう

になります。
「マウスガー ド型の唾液糖計測装

置」は、唾液中に含 まれる糖分を連

続的に測定できる「透明マウスピー

ス型センサ」です。計測 した血糖状

態はスマー トウオッチ等で確認する

ことなく、無痛、安全そして簡便に

血糖状態を常に知ることができます。
「呼気アセ トンガス用センサ」は、

呼気の中に含 まれる「アセ トンJと
いう成分を測ることで、血糖状態の

把握や糖尿病の可能性を無痛かつ簡

便に見つけることができる装置です。

先 日、 これ ら3つ の研究 をさら

に促進 させ るために佐賀県庁への

ふ るさと納税 によるクラウ ドファ

ンディングを行い、737名 の方から

18,574,000円 もの寄付を頂きました。

ご協力いただいた皆様には心より感

謝申し上げます。本研究から得 られ

る成果により、患者の皆様の負担の

軽減ならびに 1型糖尿病の治療に貢

献できるよう最善の努力を尽 くして

まいります。

東京医科歯科大学生体材料工学研究所

教授 三林浩二

唾液を使つた無痛・安全・周便な
血糖状態モニタリング

無痛 簡ヽ便な血薔状態観察や

糠尿綱スクリーニング

暁ウイノンス糖尿病予防フクチン開発 プロジェク ト 距
この度は、1型糖尿病の患者さん

とその家族、趣旨に賛同して下さっ

た皆様のお陰で、佐賀県の「ふるさ

と納税」や YahoO!ネ ット募金 を介

して、「ウイルス糖尿病予防ワクチ
ン開発」を中心 としたウィルス糖尿

病研究に 2100万 円ものご支援をい

ただき、感謝に堪えません。お寄せ

いただいた期待 にお応えすべ く全

力で、この研究プロジェク トに取 り

組みます。3月 29日 には佐賀大学

本部で、理事長の井上龍夫様から、

佐賀大学宮崎耕治学長 に寄付金の

贈呈式がとり行われました。

この機会に振 り返れば、この研究
の最初の論文 を発表 したのは 1987

年 で、 以来、 ず っ と温 めて来 た

テーマで した。2015年、マウスの

TyrOsine kinase 2(Tyk2)遺 伝子が

ウイルス感染 による糖尿病発症 に

かかわつていることを発見 した論

文 を世界に先駆けて発表 しました。
この研究に取 り組み始めてか ら 14

年が経っていました。幸いにも並行

して進行させていたヒトの Tyk2遺

伝子多型がウイルス糖尿病の感受

性遺伝子であることを示唆する内

容の発表 をほぼ同時に行 うことが

でき、今回のウイルス糖尿病予防ワ

クテン開発への基礎が しっか り出

来上が りました。ただ、この経過中、

動物実験は九州大学の小生、ヒトの

遺伝子多型研究 は佐賀大学の安西

慶三教授 と分かれて しまったので、

やはり、この研究をさらに発展させ

るには、小生が全面的に佐賀大学に

移転するのが最良 (実 のところ、小

生が佐賀市出身であることもポイ
ントだったのですが)と 考えるに至

りました。佐賀は維新の藩主鍋島直

正公が長男純一郎君 (の ちの藩主直

大)に種痘を日本で初めて行ったこ

とでも有名であり、我々が佐賀の地
でウイルス糖尿病予防ワクチン開

発 を目指 していることも何かの ご

縁かもしれません。

佐賀大学で行われた贈呈式
(右から宮崎学長、永淵特任教授、井上理事長)

ウイルス糖尿病予防 ワクチン開

発は、まだまだ研究段階で、実用へ

の壁 は高いことは十分承知 してお

りますが、鋭意、努力 して、 3年で

しかるべ き展望 を開 きたい と思い

ます。 どうか、3年間継続 してご支

援賜 りますようお願い申 し上 げま

す。

佐賀大学医学部 肝臓・糖尿病。内分泌内科

特任教授 永淵正法



わたしたち日本IDDMネ ットワークの

22痒『治らない』から

l[:ヵ _ボヵゥント&先進デバイス活用セミナーとインスリンポンプの安全講習会 参加者の声をご紹介l ll

くカーボカウント&
先進デバイス活用セミナー>

セミナー参加者は医療者と患者・家族

の参加がほぼ半分ずつとなりました。患

者に指導をするためにと受講される方が

医療者には多く、カーボカウントの重要

性が医療者にも広まっていることを大変

嬉しく思います。また、カーボカウント

の内容について、医療者の85%、 患者・

家族の%%の方から「とても良い」また

|ま
「良い」と高評価をいただいています。

■参加者の感想

・DMの方が自分のことを考えながら人

生を楽しむために学べる場があること

はすごくいいセミナーだと思った (看

護師)

。本国まで電卓を使い細かく計算をして

いたので外食等非常にストレスがた

まっていたがセミナーを聞いて少し楽

になった (患者家族)

。広瀬先生の話がとつてもおもしろく時

間が過ぎるのが早くてあつという間で

した、すごくわかりやすくてよかった、

今日の夕ご飯からカーボカウントを取

り入れたい (患者)

くインスリンポンプの安全講習会>

安全講習会ではインスリンポンプの基

本的な使用方法について講義を受け、グ

ループワークで応用的な内容や交流を行

いました。ポンプ使用歴の長い方には内

容が物足りなかったかもしれませんカミ

時間を増やしてほしいと要望が多かった

グループワークの交流時間を増やし、昨

年よりご満足いただける内容になったと

思います。

■参加者の感想
・色々な疑間点がクリアになった、新し

いポンプシステムの情報が得られた。

・患者の話を聞けてよかつた、ポンプの

使い方の基礎だけでなく応用編もやっ

てほしい。
・ポンプを使っている先輩方の話を聞け

て初めて聞くことや同じような体験

をしているんだと知ることができてよ

かった。ポンプを使い始めてまだまだ

知らなかったこと (に ついて知れたこ

と)や母も一緒にポンプの付け方をし

たのがうれしかった。

カーボカウント&先進デバイス活用セミナー

インスリンポンプの安全講習会(グループワーク)

ノボ ノルディスクは世界に展開するヘルスケア企業として、90年以上にわたり糖尿病ケアの革新をリードしてきました。

この受け継がれた伝統によつて得た経験と可能性により私たちは、血友病や成長障害、そして肥満など、

糖尿病以外の深亥Jな慢性疾患を抱える方々もサポートしています。

ノボ/1レデイスクフアーマ株式会社
〒100‐0005東 京都千代田区丸の内211明 治安田生命ビル

電話 (03)62661000(代表)FAX(03)62661800
いハハハ″∩OVO∩ 0「 dSk coJp



わたしたち日本IDDMネットワークの

2023『治らない』から

曝第 1回 IDDMこ ども会 開催 !議 を

2017年 11月 19日 、世界糖尿病デー(11

月 14日 )に 合わせ、「第 1回 IDDMこ ど

も会議」を開催いたしました。

■「たのしかった !最高のこども会議 !」

会の中では、1型糖尿病の子どもたちか

ら高木美智代厚生労働副大臣へ、自分た

ちの経験を自分たちの言葉で手紙に綴り、

社会に向けたメッセージとして受け取っ

て頂きました。手紙では、1型糖尿病を知っ

てもらうだけでなく、インスリンが必要

な2型糖尿病の方々へ、早期治療への一

歩を一緒に進んで行こうと呼びかけをし

ました。

子どもたちは高木厚生労働副大臣へ手

紙を渡す際の緊張から高血糖を起こし、

緊張が解けたあとは低血糖になりかけま

した力ヽ そんな大変な状況でもしっかり

と大役を果たしてくれました。

二人の感想は?!「たのしかった 1最

高のこども会議 |」 とお話ししてくれま

した。子どもたちにとってのこども会議

高木美智代厚生労働副大臣に手紙を渡す
子どもたち

は `効功 !"だったはずです |

■ 2つの新プロジェクト開始を発表

また、この場では「2型糖尿病患者向け

の希望のバッグプロジェクト」と「低血

糖アラート犬育成プロジェクト」につい

ても発表しました。

1型糖尿病の子どもたちが2型糖尿病

患者に向けて、一緒に注射を打って頑張

ろうとメッセージを送る動画が放映さオヽ

低血糖アラート犬に関しては認定 llPO法

人ピースウィンズ 。ジャパン 代表理事

大西健丞様にご講演頂き

ました。

子どもたちのメッセー

ジ動画と手紙の内容はこ

ちらからもご覧いただけ

ます。
「PRESS IDDMJ https:〃 goo.g1/NoXqVD

■参加者全員の胸に響いた第1回目

1型精尿病の患児の発表と交流は、llXl

名近くの参加者全員の胸に響くものがあり

ました。患者 、家族同士も第 1回 目のこ

ども会議を高揚した気持ちで迎え、病気の

経験だけでなく、それぞれの病気 家族と

の関わり合い方を昨日まで名前も知らなっ

た方々へ共有し、活発に意見を交わし伝え

合う事が出来ました。

※今回の取り組みは、公益財団法人テルモ

生命科学芸術財団樵 ノボ ノルディスク

ファーマ株式舗 様k日本イーライリリー

株式会社様、株式会社マザーレンカ様のご

支援により開催することができました。

サノフィは、グローバルに多角的事業を展開するヘルスケアリーダーとして

患者さんのニーズにフォーカスしています。

サノフィ株式会社
〒163‐ 1488東京都新宿区西新宿三丁目20番2号 東京オペラシティタワー www.San01.co.Jp
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わたしたち日本 IDDMネ ットワークの

202m『治らない』から

新製品紹介

2018年 は、糖尿病治療 に関する

新製品のニュースが尽 きない 1年 と

な りそうです。今回は、2つ の新 し

いインス リンポンプについて紹介い

たします。

○低血糖を予測 し、基礎インス リン

を自動で注入停止する「ミニメ ド

640Gシステム」

ミニメ ド620Gの 後継機 となる

「ミニメ ド640G」 は、3月 26日 に

発売され、4月 1日 から保険適用開

始 となりました。特筆すべきは、グ

ルコース値を沢1定するセンサーと連

動させて使用することで、低血糖を

予沢lし、基礎インス リン (ベ ーサル)

を自動で注入停止できる「スマー ト

ガー ドテクノロジー」の搭載です。

新機能搭載による価格アップを心配

していましたが、個人負担額も変わ

らないため、興味がある方は主治医

に相談 してみて ください。

※日本メ ドトロニック株式会社のプレスリリースから引用

○チュープフリーな国内初のパッチ

式ポンプ「メディセーフウィズ」

これまで血糖沢1定器メーカーとし

ての認識が強かったテルモ株式会社

が、チューブがないパ ッチ式ポンプ

艤 「メディセーフウィズJでインス リ

ンポンプの販売に参入 し、昨年 11

月 10日 に製造販売承認を取得 した

ことを発表 しました。使い勝手など

の詳細はまだ不明ですが、早ければ

今夏にも登場予定 とのことです。

5月 末 に開催 された第 61回 日本

糖尿病学会年次学術集会での取材

の様子 な どは、オウン ドメディア

『PRESS IDDM』 等で掲載 してお り

ますので、ぜひご覧 ください。

専務理事 大村詠一

ア
　
　
　
　
、摩

※テルモ株式会社のプレスリリースから引用

FUJ:FILM

その先の、
その先へ。
富士フイルム ファーマは

多様な医療のニーズに應える医薬品を提供するため、

常に新しいステージに向かってIEEん でいます。

総合ヘルスケアカンパニーに向けて新 しいステージを進む、

これからの私たちにご期待ください。

富士フイルム フアーマ株式会社
〒106‐ 0031東京都港区西麻布二丁目26琶 30号 http:″ ffp fuirilm co lp

お問い合わせ お客様相談室 面 0120‐ 121210
営業時間9:00～ 17:30(土 .日 、祝日及び当社休日を除く)

2016年 10月 作成



わたしたち日本IDDMネットワークの

2028『治らない』から

詳しくはWebを ご覧ください。 日本lDDMネ ットワーク 匿憂ミ

日本 DDMネ ットフークの事務局は、佐賀県佐賀市の1日 長崎街道沿いにあ
ります。「佐賀市歴史民族館」である明治や大正期の旧家や銀行の建造物が立
ち並ぶ趣のある通 クです。
佐賀県では、2018年 3月 17日 から2019年 1月 14日 まで「肥前さが幕末

維新博覧会」が開催されていますが、その各会場の内、二ヶ所が事務局のすぐ
側の1日家で行われています。藩校「弘道館」の学びをデジタルで体感できる
<リ アル弘道館 >と、<葉隠みらい館 >です。「葉隠」とは、佐賀藩の元藩士。

山本常朝が語った言葉をまとめた書物で、武士の心得などを記したものですが、
アップル社の創業者スティーブ。ジョブズもその影響を受けたと思われる言葉を残すなど、その教えは現在にも
通 じるものがあります。書道や華道のバーチャル体験や、質問に答えながら古道具の引き出しを順に開けていく
と今の自分に必要な葉隠の言葉にたどク着け、最後にその言葉が書かれた用紙を受け取ることができます。
150年前の佐賀で偉業を成 L遂げた先人の「志」を今に活かし、未来に繋いでいく「肥前さが幕末維新博覧会」

へいらLてみませんか。

会員更新の時期が近づいてまい りました。現在会員の方の会員期間は平成 30年 6月 30日 までとなってお ります。
次年度 (平成 30年度 :平成 30年 7月 1日 ～平成 31年 6月 30日 まで)の会責について

■ク レジットカー ドおよび口座振替の場合

決済 曰 :平成 30年 8月 10日
・決済 と同時に会員資格 を更新
・更新 を希望 Lない場合は、平成 30年 7月 1日 までに退会の旨をinfoqapan_iddm.netま でご連絡 ください。

■お振込の場合
・ お振込用紙 をお送 りいた Lま す

今年もサイエンスフォーラムを開催いたします !会場は、東京です。 1型糖尿病を「治る」病気に変えよう
としている皆さんとともに、2025年 の根治を目指 Lて

″
参力o″ Lま せんか。最新の研究内容を聞いたり、患者・

家族同士お話 Lし たりLて、希望を持って日々生活 していきたいですね。ぜひ、みなさんお越 しください。
【日 時】2018年 6月 23日 (土)10:30-16:40(10:00開 場)

【会 場】国立オリンピック記念青少年総合センター国際会議室 (東京都渋谷区代々木神園町 3-1)

事務局長のひとり書

事務局職員が頑張つてくれるおかげでGW中は円巴前さが幕末維新博覧会」へ行くことができました。
テーマは「その時、佐賀は世界を見ていた。そして今、佐賀は未来を見ている。J関連イベントの佐賀県立博物館
で開催の「医とくすりへの志」(6月 1日～7月 13日 )では1型糖尿病研究基金による研究助成が展示されま魂
「その時、日本 IDDMネ

'ト

ワークは1型糖尿病撲滅という世界を見ていた。」と後世に語られるように役職員一
同頑張りますので、応援よろし<お願いします !

会場の 1つ 〈リアル弘道館〉

0会費納入が確認され次第会員資格 を更新いた します


